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昭
和
52
年
に
能
津
中
学
校
と
、
日
下
中
学
校
の
統

合
に
よ
り
建
築
さ
れ
ま
し
た
が
、
老
朽
化
が
進
み
、

屋
上
や
、
壁
面
の
い
た
る
処
に
ひ
び
割
れ
が
発
生
し
、

降
雨
の
度
に
雨
も
り
に
悩
ま
さ
れ
る
な
ど
、
教
育
環

境
の
改
善
が
生
徒
、
教
職
員
を
は
じ
め
保
護
者
か
ら

の
切
な
る
願
い
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
竣
工
の
運

び
と
な
り
、
関
係
者
の
皆
様
に
は
、
心
か
ら
感
謝
と

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
校
舎
は
、
障
害
者
に
も
配
慮
し
た
本
村
の
学
校

で
は
初
め
て
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
備
え
た
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
３
階
建
て
と
な
っ
て
お
り
ま
す
、
仁
淀
川

流
域
産
材
の
木
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
う
な
ど
、
や
わ
ら

か
さ
温
か
さ
を
感
じ
る
学
習
空
間
と
し
て
、
ま
た
多

目
的
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
や
少
人
数
教
室
の
設
置
な
ど

新
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
授
業
形
態
の
多
様
化
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
、
整
備
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

屋
根
に
は
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
配
置
す
る
な
ど
環
境

に
配
慮
し
た
学
校
施
設
で
あ
る
と
と
も
に
、
震
災
等

に
よ
り
停
電
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
避
難
場
所
と
し

て
太
陽
光
発
電
に
よ
り
保
健
室
や
職
員
室
機
能
が
確

保
で
き
る
よ
う
に
整
備
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
が
、
こ
の
新
し
い
校
舎
と
多
く
の
仲
間

と
共
に
日
高
中
学
校
の
新
た
な
歴
史
を
刻
み
、
友
情

を
深
め
な
が
ら
、
勉
学
に
励
み
、
未
来
に
力
強
く
は

ば
た
く
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

全
戸
に
光
ケ
ー
ブ
ル
網
を
構
築
し
、
Ｉ
Ｐ
告
知

端
末
で
緊
急
地
震
速
報
や
地
震
・
洪
水
な
ど
の
災

害
情
報
の
提
供
、
要
援
護
者
の
安
否
確
認
や
見

守
り
な
ど
の
福
祉
対
策
、
行
事
等
の
広
報
、
自
治

会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
情
報

の
伝
達
、
村
内
無
料
電
話
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
活
性
化
、
光
ケ
ー
ブ
ル
を
利
用
し
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の
改
善
、
外
部
ス
ピ
ー
カ
ー

に
よ
る
様
々
な
情
報
の
発
信
が
で
き
る
こ
と
で
、

地
域
の
安
全
安
心
が
大
き
く
図
ら
れ
、
地
域
間
の

情
報
格
差
の
是
正
と
地
域
の
活
性
化
が
図
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
民
が
安
全
で
安
心
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
最
大
限
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

県
か
ら
平
成
５
年
８
月
に
建
設
予
定
地
の
協
力

要
請
を
頂
い
て
か
ら
、
約
18
年
、
そ
の
間
、
産
廃

施
設
建
設
の
賛
否
に
関
わ
り
村
長
の
リ
コ
ー
ル
運

動
、
村
議
会
の
解
散
請
求
な
ど
活
発
な
住
民
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
住
民
投
票
を
実
施
し
た
結

果
、
賛
成
多
数
に
よ
り
施
設
の
受
け
入
れ
が
決
定

さ
れ
た
わ
け
で
す
。
村
民
の
受
け
入
れ
に
対
す
る

思
い
を
察
す
る
と
き
、
日
高
村
の
置
か
れ
て
き
た

歴
史
が
よ
み
が
え
り
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

建
設
予
定
地
の
変
更
や
、
時
代
背
景
の
変
化
か

ら
、
施
設
の
縮
小
に
伴
い
地
域
振
興
策
も
縮
小
変

更
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
振
興
策
を
村
づ
く
り
施

策
に
活
用
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

長
い
年
月
に
わ
た
り
日
高
村
を
２
分
し
て
き
た

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
が
、
関
係
者
の
ご
尽
力
に

よ
り
、
完
成
し
開
業
さ
れ
た
こ
と
は
、
日
高
村
の

振
興
・
発
展
の
た
め
に
、
長
き
に
わ
た
り
、
関
わ
っ

て
こ
ら
れ
た
先
輩
方
が
思
い
お
こ
さ
れ
、
感
慨
深

い
も
の
を
覚
え
ま
す
。
貴
重
な
体
験
の
中
か
ら
得

た
教
訓
は
、
必
ず
や
村
の
発
展
に
生
か
し
て
い
け

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
を
公
共
が
関
与
し
建
設

さ
れ
た
、
県
下
で
初
の
施
設
と
し
て
運
営
を
さ
れ

ま
す
が
、
全
国
一
の
清
流
仁
淀
川
の
ほ
と
り
に
立

地
し
ま
す
こ
の
施
設
の
管
理
運
営
は
、
周
辺
や
流

域
の
地
域
住
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
、
安
全
対
策
に
は
万
全
の
体
制
で
臨
ん

で
頂
き
、
全
国
に
誇
れ
る
施
設
と
し
て
充
実
さ
せ

て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

エ
コ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の

完
成

光
ケ
ー
ブ
ル
網
等
構
築
事
業
の

完
成

日
高
中
学
校
の
改
築
落
成

日高村長
戸梶 眞幸

村長
ご挨拶

日高中学校校舎改築事業、光ケーブル網構築事業、
エコサイクルセンター施設完成

記念特集号
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理事長
　ご挨拶

　平成19年９月から本村地区で建設工事を
行ってまいりました産業廃棄物処理施設エコ
サイクルセンターが９月に完成しました。
　工事中は、工事関係車両の通行などにより
地元の皆様には大変ご迷惑をおかけしました。
　また、斜面対策工事を行うための工期延長
にご協力いただき、誠にありがとうございま
した。
　完成しましたエコサイクルセンターは、こ
れまで高知県内では処理ができなかった産業
廃棄物を埋め立てます長さ300メートル、幅
40メートル、深さ10メートルの鉄筋コンク
リート構造の屋根付き管理型最終処分場と、
高知県内の病院など医療機関から出される医
療廃棄物を細かく砕いて滅菌処理する医療廃
棄物処理施設から構成されています。
　10月１日には、戸梶村長様、横山村議会議
長様をはじめ施設の建設にあたりましてお世
話になりました大勢の皆様にご臨席いただき、
開業式典を行わせていただくことができまし
た。重ねてお礼申し上げます。
　また、10月３日からは廃棄物の受入・処理
を開始しまして、既に多くの皆様にご利用い
ただいております。
　エコサイクルセンターでは、受入いたしま
した廃棄物を適正に処理いたしますとともに、
処理施設の維持管理につきましては万全を期
したいと考えています。
　また、廃棄物を運搬していただく事業者の
皆様に対しましては、決められた搬入ルート
の通行はもちろんのこと、運搬中の積み荷の
落下防止、交通法規の順守など、施設を安全
に利用していただくために必要な事項を徹底
してまいります。
　皆様のご協力により完成させることができ
ましたこのエコサイクルセンターを、皆様に
安心して見守っていただくことができますよ
う、職員一同力を合わせて精一杯取り組んで
まいりますので、どうぞよろしくお願いいた
します。

エコサイクルセンターが
完成しました

　エコサイクルセンターがようやく完成し、10月１
日に開業しました。地元日高村の皆様をはじめ、今
日までご支援、ご協力をいただきました多くの皆様
のお力添えの賜物と、厚くお礼を申し上げます。
　施設は、最終処分場に屋根をつけることにより廃
棄物を外部に飛散させない、処理水は放流すること
なく場内で循環利用するなど、安全管理には格段の
配慮をしております。
　平成元年に、当時の中内知事が産業廃棄物処理施
設の建設について発表して以来、23年。この間地元
日高村の皆様には多大なご心配をおかけいたしまし
た。今後は、完成しました当センターを安全かつ有
効に活用しますことで県勢発展を後方から支える役
割を果たしてまいりたいと考えておりますので、よ
ろしくお願い申し上げます。

十河　清

（財）エコサイクル高知
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平成元年 ９月　知事が、県議会で「公共関与の第三セクター方式で施設をつくる。」と答弁

平成5年 ８月　産業廃棄物処理施設の建設予定地を日高村柱谷に決定（以下、産廃処理施設）

平成9年 12月　日高村長が産廃処理施設の受け入れ表明

平成14年 11月　理事会で、建設予定地を同村本村の蛇紋岩採石場跡地に変更決定

平成15年

５月　日高村より、振興策に関する要望書を提出

９月　日高村に13事業を中心とした地域振興策を回答

10月　９月県議会文化厚生委員会に日高村振興策、基本設計の概要を報告
　　　日高村住民投票で施設設置賛成が多数を占め、日高村長が受け入れを表明

平成16年
６月　建設予定地の周辺でオオタカの営巣が確認される

９月　受け入れ産廃物量と施設規模の再検討

平成17年

11月　理事会で、まずは管理型最終処分場を建設する計画に変更することを決定
　　　地元説明会を開催（知事）
　　　文化厚生委員会に計画変更について報告

12月　日高村振興対策特別委員会の場で、振興策の縮小見直し案を提示
　　　日高村議会で県の振興策見直し案の受け入れ決定
　　　「エコサイクルセンター建設に伴う日高村振興策確認書」調印

平成18年 ４月　日高村振興策「保育料助成事業」「学童保育事業」開始

平成20年 ３月　日高村振興策「JR小村神社前駅」開設（平成18.19年度）
　　　日高村振興策「柱谷集会所」完成

平成21年 １月　日高村振興策「能津小学校プール改修工事」完成（平成19.20年度）

平成23年

２月　 日高村振興策「能津小学校校舎・体育館耐震補強大規模改修工事」
　　　（平成21.22年度）

３月　日高村振興策「村道柱谷南線整備工事」完成（平成21.22年度）
９月　エコサイクルセンター竣工
10月３日　エコサイクルセンター操業開始

エコサイクルセンター
完成までの経過報告（概要）



記
念
特
集
号　

エ
コ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
完
成

5 11

見学時間帯

集　合　時　間

車でお越しの方 送迎バスを利用される方

午前の部 10時30分～ 現地に10時20分集合 役場に10時集合

午後の部 14時～ 現地に13時50分集合 役場に13時30分集合

エコサイクルセンター
視察のご案内

11月
日

20日

　日高村の皆様のご理解とご協力を頂き、平成19年度から整備を進めてきました
高知県初の管理型最終処分場「エコサイクルセンター」が本年９月に竣工し、10
月３日から受け入れを開始いたしました。
　つきましては、日高村の皆様に「エコサイクルセンター」の施設等の状況などに
ついてご覧頂きたく、下記の通り見学会を実施しますので、ご参加頂ければ幸いです。
　尚、下記以外の日でも見学ができますので、お気軽にお申し出ください。

11月
金

25日見学日

両日とも

送迎バスを利用される方は、午前、午後の便ともに
定員を先着25名とさせて頂きます。

申込先
（財）エコサイクル高知　
　☎ 24－6210（平日の8時30分～17時15分）

11月20日は、休日ですので施設は稼働しておりません。注意
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日高中学校落成式

日高中学校新校舎

風通しがよく
気持ちがよい

木でできている
ので明るい‼

ホールが素敵。
大きな窓から景色が見える。

窓が大きく
日当たりがいい‼

図書室。木のいい香り。
本が読みたくなる。

日高中学校の生徒さんに
感想を聞いてみました
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日高中学校校舎改築工事経過報告（概要）
平成 月　日 項　　　目 内　　　容

19年
１月29日～
　７月30日

平成18・19年度日高村教育行政
審議会開催（５回）

　昭和56年以前に建築された学校施設の整備及び学校の統
廃合等、今後の施設整備についての審議が行われた。

７月30日 日高村教育行政審議会答申 　日高中学校校舎については、学校敷地内北東側に校舎を移
転改築することが最も有効な施策である旨の答申を受ける。

20年 10月１日～
　12月24日 日高中学校校舎耐力度調査実施 　移転改築に必要な耐力度点数に達せず。

21年

６月21日 国会議員日高中学校施設現地視察 　山本有二・西本勝子両国会議員による現地視察実施。

６月23日
平成21年度第１回日高村教育行
政審議会

　校舎及び体育館の耐力度調査を再度実施する事を審議会
として決定。

６月 文部科学省施設助成課現地視察 　文部科学省施設助成課　岩本課長及び森井係長による現
地視察実施。

７月23日 文部科学省への陳情 　3,646名が署名した「新校舎建設のための要望書」を持
参し、文科省　坂田事務次官に施設整備を要望。　

７月24日
文部科学省　日高中学校施設整備
についての考え方を提示

　日高中学校の施設は「その他、当該学校の実情及びそ
の環境、立地条件等から、その改築が真にやむを得ないと
認められる建物」に該当する事から、危険改築の基準点を
500点緩和し5,000点とする。

６月21～
　９月25日

日高中学校校舎及び体育館耐力度
調査実施

　耐力度調査の結果、校舎4,954点、体育館4,700点となり、
危険建物改築事業の対象となる。

10月２日
平成21年度第2回日高村教育行政
審議会

　危険改築事業の対象となった校舎及び体育館を移転改築
すること及び建設推進委員会を立ち上げる事を審議会とし
て決定。

10月15日 第１回日高中学校建設推進委員会 　建設推進委員10名決定（教育委員長、PTA会長、中学校
長、村議会議員等10名で構成）。

11月16日 第２回日高中学校建設推進委員会 　プロポーザル方式による技術提案書提出要項及び基本・
実施設計業務設計者選定要領を決定。

12月１日 設計業者13社を選定

22年

１月29日 プロポーザル第１次審査 　技術提案書を審査し、13社から４社を選定。

２月４日 プロポーザル第２次審査 　４社の個別ヒアリングを実施した結果、日高中校舎・屋
内運動場の設計管理委託業者を（株）山本設計に決定。

２月15日 基本・実施設計監理委託業務契約締結
２月26日 第３回日高中学校建設推進委員会 　日高中学校の正門の位置について等協議。
３月31日 第４回日高中学校建設推進委員会 　敷地の高さ、校舎等の配置等について協議。
５月25日 第５回日高中学校建設推進委員会 　基本設計について協議。
６月17日 第６回日高中学校建設推進委員会 　完成イメージ図について。
９月24日 第７回日高中学校建設推進委員会 　日高中学校校舎改築工事入札について。

10月21日 日高中学校校舎建築工事入札 　5つの特定建設工事共同体による指名競争入札を実施し
た結果、ミタニ・シカタ特定建設工事共同体が落札。

10月25日 日高中学校校舎建築工事請負契約締結
10月28日 日高中学校校舎建築工事着手

23年

１月27日 第８回日高中学校建設推進委員会 　第１回工事現場視察。
６月16日 第９回日高中学校建設推進委員会 　第２回工事現場視察。
７月26日 日高中学校校舎建築工事完成
７月27日 日高中学校校舎建築工事完成検査
８月１日 日高中学校校舎建築工事引き渡し
８月４日 落成内祝い式典
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光
ケ
ー
ブ
ル
網
等
構
築
事
業
の
完
成

光ケーブル網構築に関する経過報告（概要）
平成21年 ５月14日 「経済危機対策におけるブロードバンド・ゼロ地域解消対策等の方針について」（総務省）の報告により、何ら

かの手立てを講じる必要があることを決定。

５月26日 総務委員会にて、ケーブル網構築の提案。議員協議会にて検討することとなる。

５月29日 議員協議会開催。インターネットの高速化等、ケーブル網構築に向け、進んでいくことを決定。同日、「国交付
金要望調書」を四国総合通信局（総通局）に提出。→平成21年8月5日内々示あり。8月27日内示あり。

７月14日

村長を交え、役場内部にて村の方向性の再検討。検討当初は、双方向の可能な IP 告知端末を導入の予定だった
が、停電時にまったく機能しないとのことで、IP 告知端末については取りやめを決定。その代りに、片方向と
なるが、災害時に焦点を置き、FM告知端末を設置することとなる。インターネット、IP 電話については、IRU
等により通信事業者と契約する方向で検討することとなる。

８月５日 村長を交え、役場内部にて協議。FM告知端末にての実施方向となっていたが、その後の情報等も踏まえ、再検討。
FM告知端末と IP 告知端末との比較を再度行う。FM告知端末では、各世帯への引込芯線数を2芯にする
必要があるため、伝送路関係での費用が約倍となる。端末は FM告知端末の方が安いが、V-ONUを全
世帯分追加が必要。また、D-ONU関係が、全世帯対象とならないことから、国交付金対象外となるの
ではないかとのことで、IP 告知端末の方向で実施することに変更となった。停電時の対応は、全世帯へ
のUPS 配布は費用がかかるため、避難所等の設置で対応することとし、また、日常業務での活用に大き
なメリットがあるとの認識で決定。

８月20日
　　　9月補正予算査定。基本設計、実施設計、施工監理委託料69,000千円、工事費900,000千円計上予
定。財源については、国交付金は内々示額の323,000千円。公共投資臨時交付金581,400千円。補正予算債
64,600千円。

９月４日 基本設計、実施設計、施工監理のコンペ開催。提案２社によるプレゼンテーション等の結果、株式会社 ESS に
第１位交渉権付与を決定。→平成22年2月23日正式契約

９月14日 国交付金交付申請書のデータをメールにて総通へ提出。→平成22年1月27日交付決定。

10月26日 通信のコンペ開催。提案３社によるプレゼンテーション等の結果、株式会社 STNet に第１位交渉権付与を決定。

平成22年 １月21日 自会長会役員会にて、事業実施にかかる説明を実施。

３月１日 村内現地調査開始。主に電柱に沿って、ケーブルのルート等の調査。

４月１日 STNet と ESS との秘密保持契約書の締結。また、STとの協定書「日高村光ケーブル網等を利用したサービス
提供事業の運営に関する協定書」の締結。

５月19日 IP告知端末選定のコンペ開催。提案２社によるプレゼンテーション等の結果、沖電気工業株式会社（OKI）に決定。
→平成22年5月26日正式決定。

６月25日 OKI より、高齢者見守りシステム（ペンダント、人感センサー）の詳細説明を受ける。導入に向け、検討。

７月16日 工事入札の実施。指名5社に対し、3社辞退。2社による入札。落札額848,000千円により、四国通建株式会社
が落札（税込890,400千円）。

７月21日 四国通建株式会社と仮契約締結。平成23年7月23日臨時議会後、正式契約となる。

７月28日 第1回定例会（工事進捗等の確認会）を開催。定例会後、Ｊ－アラートの協議。以後、平成23年3月25日までに
合計17回の定例会開催。

８月23日 住民説明会開催。～10月3日（日）まで。23会場25回開催。参加者合計300名。

９月７日 9月7･8･10･14･15日社協主催のネットワーク会議にて、IP 端末の説明

10月14日 村内事業所説明会開催。24業者 (26名 ) 参加。

10月20日 役場職員説明会実施。午前・午後各1回。→平成22年10月21日も開催。

11月８日 村内自治会長訪問（～19日 )。IP 告知端末未申込への再度呼びかけ依頼実施。

11月26日 日高村商工会と本事業における村内事業所の活用について検討。

12月８日 村内電気事業所への説明会開催。宅内工事において、村内４社の
事業所の活用が決定。

平成23年 １月４日 県道許可関係にて中央西土木越知事務所訪問。

３月９日 IP 告知放送操作端末説明会。

３月30日 完成検査。

３月31日 国交付金実績報告書提出。

６月６日 運用開始。

７月27日 竣工式開催。

811
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光ケーブル網等
構築事業の完成
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みんなぁの応募を
待ちゆうきね！

もへいくんの恋人

サラちゃんを
広報ひだかの
マスコットキャラクターにしよう！

　くさか里樹さん作「もへいくん」は、
広報ひだかをはじめ、村内イベントな
ど様々な場面に登場し、日高村のキャ
ラクターとしてお馴染みとなってきま
した。
　しかし、少しさみしいような気も…
　日下茂平には、藩政時代の身分の差
ゆえに結婚が許されなかった恋人　沙
羅（さら）　がいたといわれています。
　そこで、その沙羅をイメージした
キャラクターを、みなさんに考えてい
ただき、「サラちゃん」として、広報
ひだかのマスコットキャラクターで登
場させたいと思います。
　最優秀１名、優秀２名の方には賞品
を贈呈いたします！
　みなさんのご応募をお待ちしており
ます。

　IP 告知端末を設置するには、利用
申込書の提出が必要です。
　利用に際しては、月約170円の電気
代は必要ですが、設置にかかる工事費
用や、月々の利用料は無料となってお
りますので、お気軽に役場総務課まで
お問い合わせください。
　なお、インターネットに関しては、
別途申込並びに月額利用料が必要です
ので、申し添えます。

IP告知端末未設置の方へ

応募方法■ Ａ４の用紙にカラーで、5パターンほど書いてください。
例： 走る、飛ぶ、笑顔、ご飯を食べる、寝る　など
広報ひだかの感想、住所、氏名、年齢、電話番号の記
載をお願いします。

対　　象■日高村民　　　締め切り■11月18日（金）必着
応 募 先■〒781-2194　日高村本郷61－1
　　　　　日高村役場総務課　広報係　まで
発　　表■平成24年１月号

最優秀１名 まるごと日高セット
 霧山のお茶（2種類）、澁谷食品いも
けんぴ（2種類）、わのわトマトソー
ス（3種類×6）、金色ジャムのセット

優秀２名 まるごと日高セット
霧山のお茶（2種類）、澁谷食品
いもけんぴ、わのわトマトソース
（3種類）、金色ジャムのセット

学生の方が入賞された場合は
図書券もプレゼント‼

賞品
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ご夫婦の金婚を心から祝福申し上げ、

幾久しきご健勝とご多幸をお祈り致します。

おめでとうございます

松岡　貞夫様

　　　實榮

坂本　忠史様
　　　範子

鎭西　靖様
　　卓子

松岡　正明様
　　　初惠

坂本　敏様
　　敏子

戸梶　勇夫様
　　　美智

戸梶　昭澄様
　　　賀惠

片岡　拓美様
　　　敏子
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　10月16日、高知県消防学校にて高知県
消防操法大会が開催されました。高知県
下17地区の予選を勝ち抜いた18チームが
集まり、日頃の操法訓練の成果を競いま
した。　　
　仁淀地区からは、７月の予選において、
自動車ポンプの部で優勝した日高村消防
団岩目地分団が参加し、各地区代表と県
下ナンバー１を競いました。結果は、自
動車ポンプの部で堂々の準優勝（170.5
点）を果たし、また、地区別総合成績に
おいても準優勝というすばらしい結果を
残しました。岩目地分団の川瀬康分団長
は「団員の日々の訓練の成果とともに、
指導に当たった日高分署、地域や家族
の協力のもと準優勝という結果を残すこ
とができました。これからも地域の力と
なれるよう団員一同頑張っていきます。」
と決意を新たにしていました。

人命救助 10月10日

人命救助による感謝状を贈呈 仁淀消防組合

　

仁
淀
消
防
組
合
消
防
本
部
は
10
月
10

日
、
９
月
中
旬
に
い
の
町
内
の
居
酒
屋
で
心

肺
停
止
状
態
に
陥
っ
た
男
性
を
救
っ
た
と
し

て
、
救
命
に
携
わ
っ
た
小
松
正
幸
さ
ん
（
い

の
町
）、
瀬
理
か
ず
子
さ
ん
（
同
）
に
感
謝

状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

二
人
は
、
男
性
客
が
急
に
気
分
不
良
を
訴

え
、
次
第
に
症
状
が
悪
化
し
て
心
肺
停
止
状

態
に
な
る
の
を
目
撃
。
す
ぐ
に
人
工
呼
吸
と

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
分
担
し
て
行
う
こ
と
に

よ
り
、
救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
に
息
を
吹

き
返
す
こ
と
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
松
さ
ん
は
、
消
防
機
関
が
実
施
し
て
い

る
救
命
講
習
を
受
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
、

「
比
較
的
落
ち
着
い
て
対
応
で
き
た
。助
か
っ

て
う
れ
し
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

小松正幸さん瀬理かず子さん

消防操法大会 10月16日

岩目地分団が準優勝 【自動車ポンプの部】

操法競技の模様

準優勝した岩目地分団の選手たち
前列左から正岡　忠・保木　豊・森下順平
後列左から川瀬　康・菊本忠行・鎮西裕二

見事
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野球大会 10月８日９日 祝　優勝

　10月８日、９日に行われた第21回須崎ロータリーク

ラブ杯高岡地区小学生野球大会において、昨年に引き

続き加茂スポーツ少年団が見事優勝しました。

１回戦　対　高岡スポーツ少年団 （９－１）（５回コールド）
２回戦　対　須崎ブルゴンズ （７－１）（６回時間切れ）
準決勝　対　戸波ドラゴンズ （３－１）
決勝戦　対　浦ノ内タイガース （２－０）

試合結果

野球部員大募集中‼

すくすく広場 ９月30日

　９月30日（金）午前10時から、保健センター内・子
育て支援センター室において、家庭保育中の親子対
象に「すくすく広場」が行われました。
　この日は、講師の西森先生を招いてフラワーアレ
ンジメントを教わりました。日頃、子育てに追われ
て“お花を活けて飾る”という時間がもてないお母
さん方もお互いに子どもを見合って、フラワーアレ
ンジメントを楽しみました。
　みんなが仕上がると、手作りのおかしとお抹茶
で一服。「ほっとした」｢来て良かった ｣「普段子ど
もとふたりだけの時が多いき…ここへ来たらいろん
な人と会って話ができて、こころも和む…また来た

い！」などの声
が聞かれました。
　みんなで一緒
におだやかな時
間を過ごすこと
ができました。

　子育て支援センターでは、家庭保育中の親子を
対象に毎月行事を行っています。（めだかっこ通
信でお知らせをしています。）また、月曜日から
金曜日までは（土日・祝日はお休みです）室内を
開放しています。室内のおもちゃは消毒管理もし
ていますので、安心してご利用してください。

問い合わせ先：☎ 24－4411
（※子育て相談もしています。ご利用ください）
場所：日高村沖名23番地
　　　保健センター内・子育て支援センター

　現在、小学２年生～５年生まで12名で活動しています。一緒に野球をやってみませんか？
練習日 毎水・木曜日　16時30分～18時（加茂小学校グラウンド）
 土・日・祝日　９時～16時（練習試合、公式戦あり）
連絡先 岡上　正弘　☎ 090－8694－5693　　吉岡　和広　☎ 090－1173－5581
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収穫祭 ９月23日

さんさん市で収穫祭が開催されました。
　

９
月
23
日
、
村
内
で
採
れ
た
秋
の
味
覚
を

即
売
す
る
さ
ん
さ
ん
市
収
穫
祭
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
は
、
村
内
の
女
性
グ
ル
ー
プ
「
村
の

か
ま
や
」
が
、
初
の
試
み
と
し
て
、
日
下
川

調
整
池
に
自
生
す
る
「
ひ
し
の
実
」
を
使
っ

た
お
こ
わ
を
調
理
し
、
来
場
者
に
無
料
で
振

る
舞
い
ま
し
た
。
準
備
し
た
75
食
は
あ
っ
と

い
う
間
に
無
く
な
る
人
気
ぶ
り
で
し
た
。

　

屋
外
の
会
場
で
は
、
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
の
栗
ご
は
ん
の
販
売
や
、
さ
ん
さ
ん
市

に
出
荷
さ
れ
た
新
鮮
な
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
、
ナ
ス

を
使
っ
た
カ
ニ
汁
の
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

屋
内
で
は
、
長
さ
が
1.5
ｍ
の
リ
ュ
ウ
キ
ュ

ウ
や
ミ
ョ
ウ
ガ
な
ど
が
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
、

茂
平
窯
の
ろ
く

ろ
体
験
や
作
品

展
示
も
行
わ
れ

て
家
族
連
れ
な

ど
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
収
穫

祭
終
了
後
は
、

日
高
酒
蔵
会
の

ご
協
力
の
も
と
、

酒
蔵
ホ
ー
ル
の

コ
ン
サ
ー
ト
イ

ベ
ン
ト
会
場
で

も
収
穫
祭
の
人

気
商
品
を
販
売

し
ま
し
た
。

トンボ祭り ９月25日

　

９
月
25
日
、
日
高
村
グ
ラ
ウ

ン
ド
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会
等
に

よ
る
日
高
村
で
秋
を
感
じ
る
イ

ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
、
渋
川

ト
ン
ボ
を
守
る
会
な
ど
の
主
催

で
渋
川
秋
の
ト
ン
ボ
祭
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ト
ン
ボ
と
自
然
を
考
え
る
会

の
杉
村
光
俊
さ
ん
、
野
村
彩
恵

さ
ん
に
よ
る
ト
ン
ボ
観
察
会
で

は
、
秋
の
数
種
類
の
ト
ン
ボ
を

見
る
こ
と
が
で
き
、
谷
川
で
は
、

水
中
生
物
観
察
会
が
行
わ
れ
、
ヤ
ゴ
な
ど
が
た
く

さ
ん
見
つ
か
り
、
子
ど
も
達
は
魚
や
ヤ
ゴ
取
り
に

夢
中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
休
憩
テ
ン
ト

に
は
、
渋
川
ト
ン
ボ
公
園
で
生
息
す
る
ト
ン
ボ
の

パ
ネ
ル
が
掲
示
さ
れ
、
他
に
も
食
生
活
改
善
推
進

協
議
会
・
イ
モ
天
ク
ラ
ブ
・
商
工
会
青
年
部
等
に

よ
る
売
店
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
完
売
し
た
店
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
う
め
ん
流
し
に
は
、
大
勢
の
方
が

参
加
し
て
頂
き
、
１
０
０
食
分
準
備
し
て
い
た
そ

う
め
ん
が
あ
っ
と
い
う
ま
に
な
く
な
る
ほ
ど
大
盛

況
で
し
た
。
渋
川
源
流
の
お
い
し
い
水
な
ら
で
は

の
そ
う
め
ん
流
し
は
、
今
後
に
も
つ
な
が
る
行
事

に
な
る
の
で
は
と
実
感
し
た
こ
と
で
し
た
。

　

渋
川
ト
ン
ボ
公
園
は
、
地
元
の
方
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、
多
く
の
種
類
の
ト

ン
ボ
が
生
息
で
き
る
よ
う
ト
ン
ボ
公
園
整
備
が
進

ん
で
い
ま
す
が
、
今
後
体
験
学
習
等
で
の
活
用
や
、

マ
ニ
ア
等
に
よ
る
ト
ン
ボ
捕
獲
防
止
対
策
等
、
大

き
な
課
題
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
・
ご
理
解
を
得
て
、
村
の
財
産
と
し
て

守
り
育
ん
で
い
き
た
い
も
の
で
す
。

シルバー人材センター 10月18日

　

10
月
18
日（
火
）、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
方

25
名
が
、
日
高
村
役
場
庁

舎
前
・
日
高
村
総
合
運
動

公
園
の
２
カ
所
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
清
掃
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

草
刈
り
や
剪
定
作

業
、
花
壇
の
整
備

な
ど
を
し
て
い
た

だ
き
、
お
か
げ
さ

ま
で
と
て
も
す
っ

き
り
と
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
日
差
し
が

暑
い
中
、
作
業
を
し
て
い
た
だ

い
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さんさん市秋の収穫祭
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　第１　平成23年度財政の概況

歳　　　入
区　分 予算現額 構成比 収入済額 収入率

１ 村税 432,979 11.4 279,795 64.6
２ 地方譲与税 35,983 0.9 10,830 30.1
３ 利子割交付金 2,270 0.1 972 42.8
４ 配当割交付金 752 0.0 240 31.9
５ 株式等譲渡所得割交付金 269 0.0 0 0.0
６ 地方消費税交付金 42,304 1.1 26,856 63.5
７ ゴルフ場利用税交付金 31,831 0.8 12,855 40.4
８ 自動車取得税交付金 6,057 0.2 1,365 22.5
９ 地方特例交付金 6,821 0.2 6,821 100.0
10 地方交付税 1,448,664 38.2 998,582 68.9
11 交通安全対策特別交付金 1,000 0.0 484 48.4
12 分担金及び負担金 32,171 0.8 12,756 39.7
13 使用料及び手数料 29,674 0.8 10,739 36.2
14 国庫支出金 359,036 9.5 86,882 24.2
15 県支出金 452,394 11.9 28,272 6.2
16 財産収入 45,245 1.2 26,927 59.5
17 寄附金 1,505 0.1 1,880 124.9
18 繰入金 256,535 6.8 0 0.0
19 繰越金 48,197 1.3 48,197 100.0
20 諸収入 31,702 0.8 21,132 66.7
21 村債 527,085 13.9 0 0.0

合　計 3,792,474 100.0 1,575,585 41.5

　日高村財政事情の作成及び公表に関する条例（昭和40年７月27日条例第192号）に
基づき、年２回村の財政状況を作成・公表することとなっています。今回は平成23年
４～９月までの予算執行状況と平成22年度決算の状況についてお知らせします。

１ 一般会計収支状況

日高村財政事情の公表

（３）一時借入金
借入先 借入額（千円） 利率（％）
－ － －

（２）村債
会　計　名 残高（千円）

一般会計 3,236,324千円
住宅新築資金等特別会計 28,410千円
簡易水道特別会計 989,853千円

（１）財産
区　　分 数量・金額

土地 1,591,020㎡
建物 32,831㎡
物件（立木） 640㎡
有価証券 10,000千円
出資による権利 94,879千円
債権 220,824千円
基金 1,735,434千円

（単位：千円）

会　計　名 予算現額 収入済額 支出済額
住宅新築資金等特別会計 18,989 14,496 3,812 
国民健康保険特別会計 763,749 290,657 309,624 
簡易水道特別会計 173,367 37,738 66,671 
介護保険特別会計 666,606 263,502 274,915 
後期高齢者医療特別会計 73,025 22,228 15,286 

歳　　　出
区　分 予算現額 構成比 支出済額 執行率

１ 議会費 62,020 1.6 34,839 56.2
２ 総務費 623,938 16.5 178,506 28.6
３ 民生費 919,030 24.2 296,760 32.3
４ 衛生費 225,648 5.9 87,997 39.0
５ 労働費 1 0.0 0 0.0
６ 農林水産業費 101,685 2.7 35,364 34.8
７ 商工費 31,405 0.8 11,029 35.1
８ 土木費 241,579 6.4 36,645 15.2
９ 消防費 140,190 3.7 86,000 61.3
10 教育費 892,094 23.5 387,199 43.4
11 災害復旧費 14,398 0.4 0 0.0
12 公債費 538,486 14.2 245,341 45.6
13 予備費 2,000 0.1 0 0.0

合　計 3,792,474 100.0 1,399,680 36.9

２ 特別会計収支状況

３ 財産、村債及び一時借入金の現在高

４ 一般会計における住民一人あたりの村税負担額

（単位：千円） （単位：千円）

一人あたりは平成23年9月30日現在の人口（5,649人）で算出しています。

区　分 現年課税調定額（千円） 一人あたり（円）
村民税　　 173,141 30,650
固定資産税 243,634 43,129
軽自動車税 17,778 3,147
たばこ税　 17,704 3,134
合　計 452,257 80,060
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　第２　平成22年度決算の状況
１ 一般会計収支状況
（１）歳　入 （単位：千円・％）

区　分 予算現額 調定額 収入済額 不納
欠損

収入済割合
（対予算現額）

収入済割合
（対調定額）

1 村税 439,937 470,920 444,636 1,470 101.1 94.4
2 地方譲与税 38,709 38,708 38,708 100.0 100.0
3 利子割交付金 2,563 2,563 2,563 100.0 100.0
4 配当割交付金 761 761 761 100.0 100.0
5 株式等譲渡所得割交付金 266 266 266 100.0 100.0
6 地方消費税交付金 47,951 47,951 47,951 100.0 100.0
7 ゴルフ場利用税交付金 31,915 31,916 31,916 100.0 100.0
8 自動車取得税交付金 7,337 7,337 7,337 100.0 100.0
9 地方特例交付金 8,656 8,656 8,656 100.0 100.0
10 地方交付税 1,522,379 1,522,379 1,522,379 100.0 100.0
11 交通安全対策特別交付金 1,026 1,026 1,026 100.0 100.0
12 分担金及び負担金 29,906 30,228 29,730 75 99.4 98.4
13 使用料及び手数料 28,928 33,175 27,161 93.9 81.9
14 国庫支出金 1,548,542 1,565,207 1,565,207 101.1 100.0
15 県支出金 589,310 575,544 574,544 97.5 99.8
16 財産収入 19,478 20,498 20,498 105.2 100.0
17 寄附金 1,355 1,737 1,500 110.7 86.4
18 繰入金 45,250 9,420 9,420 20.8 100.0
19 繰越金 112,962 112,962 112,962 100.0 100.0
20 諸収入 67,515 83,640 69,865 103.5 83.5
21 村債 586,854 484,554 484,554 82.6 100.0

合　計 5,131,600 5,049,448 5,001,640 1,545 97.5 99.1

（２）歳　出 （単位：千円・％）

区　分 予算現額 支出済額 翌年度繰
越事業費 不用額 支出

割合
1 議会費 50,603 50,095 508 99.0
2 総務費 1,815,462 1,748,906 31,239 35,317 96.3
3 民生費 913,245 882,072 3,632 27,541 96.6
4 衛生費 232,189 216,410 15,779 93.2
5 労働費 1 1
6 農林水産業費 88,532 83,206 5,326 94.0
7 商工費 108,375 107,595 780 99.3
8 土木費 303,258 246,598 43,385 13,275 81.3
9 消防費 171,318 161,571 9,000 747 94.3
10 教育費 1,016,565 983,500 22,107 10,958 96.7
11 災害復旧費 13,425 13,118 307 97.7
12 公債費 418,627 418,626 1 100.0
13 予備費
合　計 5,131,600 4,911,697 109,363 110,540 95.7

（３）一般会計歳入歳出構成比

２ 一般会計における住民一人あたりの村税負担額及び支出額

（１）一人あたりの村税負担額
一人あたりは平成23年3月31日現在の人口（5,692人）で算出しています。

区　分 現年課税調定額（千円） 一人あたり（円）
村民税 174,794 30,709
固定資産税 229,283 40,282
軽自動車税 16,300 2,864
たばこ税 27,573 4,844

合　計 447,950 78,698

（２）一人あたりの支出額
一人あたりは平成23年3月31日現在の人口（5,692人）で算出しています。

議会費 8,801円 衛生費 38,020円 土木費 43,324円 災害復旧費 2,305円

総務費 307,257円 農林水産
業費　　 14,618円 消防費 28,386円 公債費 73,546円

民生費 154,967円 労働費・
商工費　 18,903円 教育費 172,786円

一人あたりの支出合計額
862,913円

３ 特別会計収支状況
（単位：千円）

会　計　名 予算現額 収入済額 支出済額
住宅新築資金等特別会計 14,375 14,989 10,608 
国民健康保険特別会計 816,204 793,931 780,208 
老人保健特別会計 385 385 385 
簡易水道特別会計 219,309 218,163 213,212 
介護保険特別会計 670,417 652,837 648,824 
後期高齢者医療特別会計 72,572 72,081 70,536 

４　財産、村債及び一時借入金の現在高
（１）財産

区　分 数量・金額
土地 1,598,722㎡
建物 32,831㎡
物件（立木） 640㎡
有価証券 10,000千円
出資による権利 94,879千円
債権 220,824千円
基金 1,735,434千円

（２）村債
会　計　名 残高（千円）

一般会計 3,449,659千円
住宅新築資金等特別会計 31,611千円
簡易水道特別会計 1,015,595千円

（３）一時借入金
借入先 借入額（千円） 利率（％）
－ － －

歳入決算額  50億164万円

歳出決算額  49億1,169万7千円

村税
4億4,463万6千円
8.9％

地方交付税
15億2,237万9千円
30.4％ 国・県支出金

21億3,975万1千円
42.8％

村債
4億8,455万4千円
9.7％ 

諸収入・使用料・その他
4億1,032万円　8.7％

総務費
17億4,890万6千円
35.6％

民生費
8億8,207万2千円
18.0％

衛生費
2億1,641万円　4.4％

農林水産業費
8,320万6千円　1.7％

商工費
1億759万5千円
2.2％

土木費
2億4,659万8千円
5.0％

消防費
1億6,157万1千円
3.3％

教育費
9億8,350万円
20.0％

災害復旧費
1,311万8千円
0.3％

議会費
5,009万5千円　1.0％

公債費
4億1.862万6千円　8.5％



総 務 課 24-5113 教育委員会 24-5115 包括支援センター 24-5197 西部福祉館 24-4136
出 納 室 24-5111 議会事務局 24-7777 老人医療・国保（給付）24-5112 土地改良区 24-5202
住 民 課 24-5111 健康福祉課 24-5112 能津出張所 24-5141
建 設 課 24-5114 保健センター 24-5001 東部福祉館 24-5440
産業環境課 24-4647 子ども支援室 24-4411 東部児童館 24-5604
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日時　11月18日（金）13時～15時
場所　日高村社会福祉センター

　行政相談員の中村宏一さんが、下
記の仕事について、住民の皆様から
の苦情や意見・要望等を受け、その
解決や実現のお手伝いをしています。

①国・県・村の仕事
② JR・NTT等の特殊法人の仕事
③県や市町村が国の補助を
　受けて行っている仕事

11月の行政相談

お気軽に

　ご相談ください。

問い合わせ先

総務課　☎ 24－5113

人
権
擁
護
委
員
さ
ん
に
よ
る

人
権
相
談
も
あ
り
ま
す
。

〜
家
具
転
倒
防
止
金
具
等
取
付
事
業
に
つ
い
て
〜

総務課　担当：矢野
☎ 24－5113　℻   24－7900

ご不明な点がありましたら上記担当者までご連絡ください。

（申請書は役場にあります）

役場総務課へ
申請してね

お申込みは…

平成23年度高等工科学校募集案内

　将来陸上自衛隊において、高
機能化・システム化された装備
品を駆使・運用するとともに、
国際社会においても自信を持っ
て対応できる自衛官となる者を
育成するために、中学校卒業者
等を対象に採用する制度です。

募集種目 資　格 受付期間 試験期日 合格発表

高等工科学
校生徒（推薦）

中卒
（見込み含む）
17歳未満の者
（推薦については
中学校長等の推
薦等が別途必要）

11月1日
～12月16日

自衛官募集ホームページ等で
３月中旬頃お知らせします。

高等工科学
校生徒（一般）

11月1日
～24年
　1月6日

1次：24年
　　1月14日
2次：24年
1月28～31日

1次：24年
　　1月23日
2次：24年
　　2月17日

　高等学校の普通科と同等の教育を受け、
併せて技術的な識能を有する陸曹として
必要な各種技術の専門教育、防衛基礎学、
各種訓練を受けることになります。また、
提携する通信制高等学校に入学し、生徒
課程終了時に高等学校の卒業資格を取得
することができます。

※ お問い合わせは市町村窓口、または下記へお気軽にどうぞ。パンフレット等もございます。
　〒785－0041　須崎市西崎町325－2　自衛隊須崎地域事務所　☎ 0889－42－7186

　身 分■特別職国家公務員（生徒）
　手 当■生徒手当　94,900円　　期末手当２回（６月・12月）

高等工科学校生徒の概要 教育及び卒業資格

生徒の処遇

転
倒
が
予
想
さ
れ
る
家
具
に
つ
い
て
、

転
倒
防
止
金
具
等
の
取
り
付
け
支
援
を
し
ま
す
。

募
集
期
間　

平
成
23
年
11
月
7
日
〜（
予
定
）

取
付
業
者　

日
高
村
指
定
業
者

取
付
家
具
の
種
類
と
個
数

　

 

１
世
帯
４
個
ま
で
（
洋
服
ダ
ン
ス
、和
ダ

ン
ス
、茶
箪
笥
、冷
蔵
庫
な
ど
）

取
付
作
業
に
係
る
費
用

　

日
高
村
負
担

　

※ 

た
だ
し
、
転
倒
防
止
金
具
は
申
請
者
で

ご
準
備
願
い
ま
す
。

募
集
戸
数　

約
50
戸
（
先
着
順
）

対
象
者　

左
記
①
〜
⑦
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

①
満
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ

れ
た
世
帯
で
、
世
帯
の
全
員
が
金
具
等

を
取
付
で
き
な
い
場
合

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
者

が
い
る
世
帯
で
、
世
帯
の
全
員
が
金
具

等
を
取
付
で
き
な
い
場
合

③
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
世
帯

で
、
世
帯
の
全
員
が
金
具
等
を
取
付
で

き
な
い
場
合

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を

受
け
た
者
が
い
る
世
帯
で
、
世
帯
の
全

員
が
金
具
等
を
取
付
で
き
な
い
場
合

⑤
介
護
保
険
認
定
台
帳
に
よ
り
要
支
援
、

要
介
護
認
定
を
受
け
た
者
が
い
る
世
帯

で
、
世
帯
の
全
員
が
金
具
等
を
取
付
で

き
な
い
場
合

⑥
前
５
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、

同
一
住
所
内
（
た
だ
し
、
集
合
住
宅
（
民

間
・
村
営
・
県
営
）
に
つ
い
て
は
同
一

号
室
）
で
居
住
す
る
者
全
員
が
金
具
等

を
取
付
で
き
な
い
場
合

⑦
前
６
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
村
長

が
必
要
と
認
め
た
場
合

壁に寄せて固定

キャスターを固定する

ベルト式器具
バックルは金属製の方が丈夫

タンスの骨組みの
丈夫なところへ止める

丈夫なところ
（柱・鴨居・壁・
桟・芯材・硬い
木）にしてこそ
効果

家具固定

付鴨居の補強 とめ金具

●固定方法

Ｌ字型金具で止める

つけかもい

付鴨居は柱にしっかり固定
されていないので、必ず
金具で柱に止める

壁への固定はＬ字型で。
積み重ね家具は上下を連結

（例１）（例２）
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問い合わせ先　日高村教育委員会児童福祉係　☎ 24－5115

1
2

3
4

⬇

⬇

中学校卒業前までの
お子さんを持つ方へ

10月から「子ども手当」が変わりました。
申請をお忘れなく‼
（これまで子ども手当を受け取っていた方も含め、
全ての方が申請が必要です。）

【手当の月額】（平成23年10月分～平成24年３月分）
•０歳～３歳未満：15,000円（一律）
•３歳～小学校修了前：10,000円
　（第３子以降は15,000円）
•中学生：10,000円（一律）
※ 10月分～１月分の手当は平成24年２月に、２月・３月分の手当は
　平成24年６月に支払われます。

　また、これまでと支給対象
となる方が変わる場合があ
ります。
　詳しくは、下記「一問一答」
をご覧ください。

詳しくは、お住まいの市町村へお問い合わせください。

10月分からの支給額は以下のように変わります。

 どうして現在子ども手当を受給している人も
申請をするのですか？
 　新しい法律により支給要件等の変更が行われたことから、改
めて支給の対象となるかどうかを確認する必要があるからです。
　なお、今までの子ども手当や児童手当は、毎年６月に「現況届」
の提出が必要でしたが、平成23年６月は提出を求めず、受給
者の方の負担軽減を図っていたこともあり、今回、支給対象と
なるお子さんを持つ全ての方から申請をしていただくことにな
りましたので、ご理解のほど、よろしくお願い致します。

子どもが海外に住んでいる場合は
子ども手当をもらえないのですか？
　お子さんが海外に住んでいる場合は、原則として子ども手当
を受け取ることはできません。
　ただし、お子さんが海外の学校に留学している方は、子ども
手当を受け取ることができる場合があります。

Q

A

Q

A

子どもが児童養護施設などに入所してい
る場合は、子ども手当はもらえますか？
　お子さんが児童養護施設などに入所してい
る場合は、原則として入所している施設の設
置者等が子ども手当を受け取ることになりま
す。

保育料や学校給食費などを子ども手当か
ら差し引くということを聴きましたが？
　市町村の判断により、10月からは、子ど
も手当から保育料を差し引くことが可能とな
ります。
　また、同意していただいた方については、
学校給食費などを差し引いて子ども手当を支
給することができるようになります。

Q

A

Q

A

10月からの子ども手当について説明します。

⬇

10月分からの子ども手当を受け
取るためには、支給対象となる方
かどうか審査しますので、これ
まで受け取っていた方も含め、

対象のお子さんを持つ全ての方は、お住まい
の市町村へ申請をしてください。（※公務員の方
は勤務先へ申請）

平成24年３月末までに申請をすれば、
10月分からの手当を受け取ることができます。

以下の方は速やかに申請してく
ださい。
（３月までに申請しても遡って受け
取れません。）

•10月以降に他の市町村へ転居した方
•10月以降にお子さんが生まれた方
10月以降に他の市町村へ転居した方は、転出した日（転
出予定日）の次の日から、 10月以降にお子さんが生ま
れた方は、お子さんが生まれた日の次の日から数えて
15日を経過するまでに必ず申請してください。

教
育
委
員
会
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日
高
村
少
年
補
導
育
成
セ
ン
タ
ー
よ
り

産
業
環
境
課

～オレンジリボン・キャンペーン～

平成16年度から児童虐待防止法が
施行された11月を

「児童虐待防止推進月間」としています。

　

取
り
組
む
べ
き
課
題
の
重
要
事
項
は
次
の

と
お
り
で
す
。

● 

子
ど
も
・
若
者
の
社
会
的
自
立
支
援
の
促
進

●
生
活
習
慣
の
見
直
し
と
家
庭
へ
の
支
援

●
児
童
虐
待
の
予
防
と
対
応

● 

子
ど
も
・
若
者
を
犯
罪
や
有
害
環
境
等
か

ら
守
る
た
め
の
取
り
組
み
の
推
進

　

テ
レ
ビ
、
ゲ
ー
ム
等
と
の
過
剰
な
接
触
時

間
を
見
直
し
、
家
族
と
の
会
話
を
増
や
し
、

「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
で
日
々
の

生
活
を
お
く
り
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
度
の
成
人
式
は
、
平
成
24
年
１

月
８
日（
日
）午
前
10
時
よ
り
、
日
高
村

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
い
た
し

ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
12
月
中
に
対

象
者
の
皆
様
方
に
ご
案
内
を
送
付
い
た

し
ま
す
。
住
民
票
を
村
外
に
移
さ
れ
て

い
て
も
、
ご
希
望
が
あ
れ
ば
ご
出
席
で

き
ま
す
の
で
、

希
望
さ
れ
る

方
は
11
月
末

ま
で
に
左
記

ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

日
高
村
少
年
補
導
育
成
セ
ン
タ
ー

　
☎ 

24

－

４
４
１
１

問
い
合
わ
せ
先

日
高
村
教
育
委
員
会

　

☎ 

24

－

５
１
１
５

「
子
ど
も
・
若
者
育
成

支
援
強
調
月
間
」
で
す
。

成
人
式
の
ご
案
内
に

つ
い
て

　　連絡先 日高村子ども支援室 ☎ 24－4411（８時30分～17時15分）
 ※夜間→中央児童相談所 ☎ 088－866－6791

お父さん・お母さんへ…
自分だけがうまく子育てができない、
助けてくれる人がいない、
この子がいなかったら、
などと思ってしまい、
自分を追いつめていたら…。

ひとりで悩まず、
下記窓口まで相談をしてください。

⬇

子どものこんなサインを
見落としていませんか…？
●不自然な傷や打撲のあと。
●衣服や髪の毛がいつも汚れている。
●表情が乏しい。
●おどおどしている。
●落ち着きがなく、乱暴になる。
●親を避けようとする。
●夜遅くまでひとりであそんでいる。

など…、気になる子どもさんがいたら、
下記まで電話をお願いします。

⬇

「児童虐
待防止月

間」

農業委員会
からのお知らせ

　農業委員会では、毎月上旬に「定
例会」を開催し、農地法関連の申
請等について審査を行っています
が、12月定例会につきましては、
高知県及び法務局等関係機関の事
務処理日程等の都合から、11月中
の開催となります。
　農地の権利移動や転用等につい
て申請を準備されている方は、早
めの申請をお願いします。
　なお、来年１月定例会の開催は、
いつもどおり１月上旬の開催とな
ります。
お問い合わせは、
日高村農業委員会事務局

☎ 24－4647まで

教
育
委
員
会

11月は

～オレンジリボン・キャンペーン～
　児童虐待防止のシンボルであるオレンジリボンを
使用し、民間・地方自治体・国が11月の児童虐待
防止推進月間を中心に広報・啓発活動を実施する児
童虐待防止を広く伝えるためのキャンペーンです。
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舞台芸術鑑賞（関西二期会）のお知らせ

20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

住
民
課

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障
だ
け

で
は
な
く
、
病
気
や
け
が
で
重
い
障
害
が

残
っ
た
と
き
な
ど
に
も
年
金
を
支
給
し
、

思
い
が
け
な
い
人
生
の
「
万
が
一
」
も
サ

ポ
ー
ト
す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

　

国
民
年
金
は
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営

し
て
い
ま
す
の
で
、
支
給
さ
れ
る
年
金
の
半

分
の
額
が
国
の
税
金
か
ら
負
担
さ
れ
る
な
ど
、

と
て
も
有
利
で
安
心
な
制
度
で
す
。

義
務
と
権
利

　

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
か
ら
60

歳
に
な
る
ま
で
の
す
べ
て
の
方
は
、
国
民

年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を
納
付
す
る
義

務
が
あ
り
、
年
金
を
受
け
取
る
権
利
が
あ

り
ま
す
。

加
入
手
続
き
が
必
要
な
の
は

　

学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
方
で
、
20

歳
に
な
っ
て
第
一
号
被
保
険
者
と
な
る
方

（
学
生
、
自
営
業
者
等
。
フ
リ
ー
タ
ー
や

無
職
の
方
も
含
ま
れ
ま
す
）
は
、
お
住
ま

い
の
市
区
町
村
役
場
で
直
接
、
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
第
二
号
被

保
険
者
の
方
や
、
そ
の
第
二
号
被
保
険
者

に
扶
養
さ
れ
る
配
偶
者
の
第
三
号
被
保
険

者
の
方
は
、
勤
務
先
の
事
業
所
が
加
入
手

続
き
を
行
い
ま
す
の
で
、
個
別
の
手
続
き

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
は

月
額
１
万
５
、０
２
０
円

　

国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
の
平
成
23
年

度
の
保
険
料
額
は
、
月
額
１
万
５
、０
２
０
円

で
す
。

　

学
生
や
フ
リ
ー
タ
ー
で
、
収
入
が
少
な
い
た

め
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
で
き
な
い
場

合
は
、申
請
を
す
れ
ば
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
・

免
除
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
、
国
民
年
金
保

険
料
が
未
納
と
な
っ
て
い
る
と
、
老
後
に
年
金

を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
年
金
額
が
低
く

な
っ
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
万

が
一
」
の
と
き
に
障
害
年
金
が
受
け
取
れ
な
い

な
ど
の
思
わ
ぬ
事
態
を
招
き
ま
す
。

保
険
料
が
猶
予
・
免
除
さ
れ
る
制
度
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

　
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
は
、
所
得
が
な
い

学
生
の
方
の
ご
本
人
の
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

ま
た
、
学
生
以
外
の
一
般
の
自
営
業
者
の

方
な
ど
は
、
経
済
的
な
理
由
等
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
困
難
な
と
き
に
、
ご
本
人
の
申
請
に

よ
っ
て
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
若
年
者
納

付
猶
予
制
度
」
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

申
請
手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
、
お
住
ま
い
の

市
区
町
村
役
場
、
ま
た
は
最
寄
り
の
年
金
事
務

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※関西二期会とは…

1964年、京阪神に在住する
声楽家たちにより「二期会
関西支部」として発足。現
在、オペラ研修所等による
すぐれたオペラ歌手人材育
成事業、学校公演をはじめ
会員の多彩な活動を支援す
る事業に及んでいる。2010
年にはベートーヴェンの
『フィデリオ』を公演し高
い評価をうけた。

平成23年11月８日（火）　　13時30分～15時20分
日下小学校　体育館

文化庁　　日高村教育委員会　　日下小学校

•オープニング（フリクリ・フリクリ）
•日本の歌メドレー（童謡メドレー）
•スキャット（トランペット吹きの休日）
•男性合唱（ソーラン節）
•女性合唱（空飛ぶうさぎ他）
•楽しい２重合唱（猫の２重唱）
•オペラの名曲（乾杯の歌　歌劇カルメンより他）
•みんなで歌いましょう（校歌他）

•途中での入退場はご遠慮ください。（10分間の休憩あり）
•携帯電話は電源を切るかマナーモードにしてください。
　また通話はご遠慮ください。

　関西二期会による「舞台芸術鑑賞」のお知らせをいたします。これは文化庁の「次代を
担う子どもの文化芸術体験事業」として、今回、日下小学校体育館で行われることになり
ました。詳細は下記のとおりです。めったに見られない機会ですので、ぜひご覧ください。

舞台芸術鑑賞（関西二期会）

日　時

場　所

主　催

内　容

お願い
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心の相談日

11月の犬引き取り日
10日（木）、15日（火）、21日（月）、29日（火）

受付時間　８時30分～９時30分

※ 処理手続きの都合上、前日16時までに産業環境課
まで連絡をお願いします。

平成23年度子犬の譲渡会案内
11月17日（木）

場所：中央小動物管理センター
受付時間　９時～10時

高知市孕東町56－2　☎ 088－831－7939

※   詳しくは産業環境課までお問い合わせください。

☎ 24－4647

産
業
環
境
課

　ストレスがたまっていたりなんだかやる気がでない、
気持ちがすっきりしないなど、病院に行く程ではないけ
れど、ちょっと誰かに相談したい方はいらっしゃいませ
んか？
　ご本人はもちろんですが、ご本人が相談に来られない
場合はご家族の方の相談もお受けしています。
　必要であれば医師と訪問もしています。お気軽にご相
談ください。

★ プライバシーに配慮し、秘密は厳守します。
　相談は無料です。

日時　平成23年11月４日（金）　13時30分～17時
場所　日高村保健センター
医師　岩村　久先生（芸西病院長　精神科医）

★ 予約制となっておりますので、相談ご希望の方は
　保健センターまでご連絡ください。

　日高村保健センター　☎ 24－5001

健
康
福
祉
課

医療機関・薬局の受診等にあたっての留意点

● 休日や夜間に開いている救急医療機関は、緊
急性の高い患者さんを受け入れるためのもの
です。休日や夜間に受診しようとする際には、
平日の時間内に受診することができないのか、
もう一度考えてみましょう。

● 夜間・休日にお子さんの急な病気で心配
になったら、まず、小児救急電話相談（♯
８０００）の利用を考えましょう。
　 小児科の医師や看護師からお子さんの症状に
応じた適切な対処の仕方などのアドバイスが
受けられます。
　※ 小児救急電話相談が利用できる時間はお住

まいの自治体によって異なります。

● かかりつけの医師を持ち、気になることが
あったらまずはかかりつけの医師に相談しま
しょう。

　現在、休日や夜間において、軽症の患者さんの救急医療への受診が増加し、
緊急性の高い重症の患者さんの治療に支障をきたすケースが発生しており、
そのことが病院勤務医の負担が過重となる原因のひとつにもなっています。
　必要な人が安心して医療が受けられるようにするとともに、最終的に保険
料や窓口負担として皆様に御負担いただく医療費を有効に活用するため、医
療機関・薬局を受診等する際には、以下のことに留意しましょう。

● 同じ病気で複数の医療機関を受診することは、控えましょ
う。医療費を増やしてしまうだけでなく、重複する検査や
投薬によりかえって体に悪影響を与えてしまうなどの心配
もあります。今受けている治療に不安などがあるときには、
そのことを医師に伝えて話し合ってみましょう。

● 薬が余っているときは、医師や薬剤師に相談しましょう。
（薬のもらいすぎに注意しましょう。）

● 薬は飲み合わせによっては、副作用を生じることがありま
す。お薬手帳の活用などにより、既に処方されている薬を
医師や薬剤師に伝え、飲み合わせには注意しましょう。

● 後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、先発医薬品と同等
の効能効果を持つ医薬品であり、費用が先発医薬品よりも
安くすみます。「ジェネリック医薬品希望カード」を医薬
機関や薬局に提示することなどにより、後発医薬品の利用
について相談にのってもらうことができます。
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日高クリニック ☎ 24－7785
柳瀬診療所 ☎ 088－897－0311
さくら病院 ☎ 088－893－5111
仁淀病院 ☎ 088－893－1551
田村外科 ☎ 088－893－5712
関田病院 ☎ 088－893－0047
高北病院 ☎ 22－1166
とんぼクリニック ☎ 088－879－0222

日
高
村
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
に
つ
い
て

●
対
象
者

　

① 

日
高
村
に
住
民
票
を
有
す
る
65
歳
以

上
の
方

　

② 

本
人
の
十
分
な
意
思
確
認
が
で
き
、

予
防
接
種
を
希
望
す
る
方
で
、
過

去
に
日
高
村
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
の
助
成
を
受
け
た

こ
と
の
な
い
方　

●
助
成
金

　

２
、０
０
０
円（
１
人
１
回
の
み
助
成
）

　

自
己
負
担
金
額
は
、
接
種
料
金
か
ら

２
、０
０
０
円
を
差
し
引
い
た
金
額
に

な
り
ま
す
。（
接
種
料
金
は
医
療
機
関

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）

●
申
請
手
続
き
に
つ
い
て

　

必
ず
、
予
防
接
種
を
受
け
る
前
に
、

日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー
又
は
日
高
村
役
場

に
申
請
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
印
鑑
が
必
要
で
す
）

　
●
実
施
期
間

　

通
年

　

高
齢
者
に
と
っ
て
、
肺
炎
は
大
変
怖
い
病
気
の
一
つ
で
す
。
肺
炎
球

菌
は
肺
炎
を
引
き
起
こ
す
細
菌
の
一
種
で
、
高
齢
者
の
肺
炎
で
は
最
も

多
い
原
因
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
高
村
で
は
、
高
齢
者
の
肺
炎
を
予
防
す
る
た
め
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
予
防
接
種
を
、
よ
り
多
く
の
方
に
受
け
て
い
た
だ
き
、
健
康
で

過
ご
せ
る
よ
う
に
、
予
防
接
種
料
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

問い合わせ先　日高村保健センター　☎ 24－5001

●
実
施
医
療
機
関

　

こ
の
予
防
接
種
は
接
種
が
で
き
る

医
療
機
関
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
隣
で
は
次
の
医
療
機
関
で
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
他
の
医
療
機

関
に
つ
い
て
は
、
申
請
手
続
き
の
際

に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　日高クリニック ☎ 24－7785
　柳瀬診療所 ☎ 088－897－0311
　さくら病院 ☎ 088－893－5111
　仁淀病院 ☎ 088－893－1551
　田村外科 ☎ 088－893－5712
　関田病院 ☎ 088－893－0047
　とんぼクリニック ☎ 088－879－0222

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
定
期
予
防
接
種
が

は
じ
ま
っ
て
い
ま
す

　

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
、

次
の
通
り
に
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ

れ
る
方
は
医
療
機
関
で
お
早
め
に
接
種
し
て

く
だ
さ
い
。

●
対
象
者

　

日
高
村
に
住
民
登
録
又
は
外
国
人
登
録
し
て
い

る
方
で
あ
っ
て
、
次
の
①
又
は
②
の
い
ず
れ
か
に

該
当
し
、
本
人
が
接
種
を
希
望
す
る
方

①
65
歳
以
上
の
方

② 

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
あ
っ
て
、
心
臓
、

腎
臓
又
は
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日

常
生
活
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の
障
害
を

有
す
る
方
及
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
免
疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可

能
な
程
度
の
障
害
を
有
す
る
方
（
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
相
当
の
方
）

●
実
施
期
間

　

平
成
23
年
10
月
１
日（
土
）

　
　

〜
平
成
23
年
12
月
31
日（
土
）

　
（
た
だ
し
、
委
託
医
療
機
関
の
休
診
日
は
除
く
）

●
接
種
料
金
（
自
己
負
担
金
）

　
　

１
、０
０
０
円

＊ 「
生
活
保
護
受
給
者
」
の
方
は
、
自
己
負
担
金
免
除

証
明
書
を
持
参
す
れ
ば
自
己
負
担
金
が
免
除
と
な
り

ま
す
の
で
、
医
療
機
関
に
予
防
接
種
を
受
け
に

行
く
前
に
必
ず
、
日
高
村
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

証
明
書
を
取
り
に
き
て
く
だ
さ
い
。
接
種
後
に

証
明
書
を
医
療
機
関
に
提
出
さ
れ
て
も
、
免
除
に
は

な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。（
中
央
西
福

祉
保
健
所
へ
の
連
絡
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。）

問い合わせ先
日高村保健センター　☎ 24－5001

＊ 

平
成
22
年
度
は
非
課
税
の
方
に
つ
き
ま
し
て

は
負
担
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
し
た
が
、
23
年

度
は
自
己
負
担
１
、０
０
０
円
で
の
接
種
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
接
種
回
数

　

実
施
期
間
中
１
回
の
み

＊ 

予
防
接
種
の
効
果
は
、
接
種
後
２
週
間
か
ら

５
ヵ
月
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
実
施
医
療
機
関

＊ 

医
療
機
関
に
よ
っ
て
は
開
始
時
期
が
遅
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話
で
問
い

合
わ
せ
を
し
て
く
だ
さ
い
。

＊ 

全
て
の
医
療
機
関
で
実
施
し
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
事
前
に
医
療
機
関
に

電
話
で
問
い
合
わ
せ
を
し
て
、
接
種
日
時
等

を
確
認
の
上
、
健
康
保
険
証
を
持
参
し
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。
近
隣
の
市
町
村
で
は
次
の

医
療
機
関
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

平成23年度
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村外・団体インフォメーションI n f o r m a t i o n

火事・救急は　119番
　火災等の問い合わせは ☎ 088－893－3800
　仁淀消防組合消 防 署 ☎ 088－893－3221
　　　　　　　　吾北分署 ☎ 088－867－2812
　　　　　　　　日高分署 ☎ 24－5411

※ 普通救命講習　受講者随時受付中
　（毎月第２日曜日実施）

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント
－３つの習慣・４つの対策－

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
空
気
が
非

常
に
乾
燥
し
、
風
の
強
い
日
が
多
い

こ
と
か
ら
火
災
が
発
生
し
や
す
く
、
ま

た
、
一
旦
火
災
が
発
生
す
る
と
急
速
に

延
焼
拡
大
し
、
大
規
模
火
災
に
な
る
危

険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
住
民
の
皆
様

に「
火
の
用
心
」に
対
す
る
関
心
を
も
っ

て
い
た
だ
き
、
火
災
予
防
思
想
の
普
及

並
び
に
啓
発
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、

11
月
９
日（
水
）を
「
１
１
９
番
の
日
」

と
定
め
、
11
月
15
日（
火
）ま
で
の
一
週

間
、『
消
し
た
は
ず 

決
め
つ
け
な
い

で 

も
う
一
度
』
の
防
火
標
語
の
も
と
、

全
国
一
斉
に
秋
季
火
災
予
防
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

仁
淀
消
防
署
管
内
で
は
、
平
成
23
年

１
月
〜
８
月
ま
で
の
間
に
、
建
物
火
災

９
件
、
林
野
火
災
２
件
、
そ
の
他
火
災

４
件
と
合
計
15
件
の
火
災
が
発
生
し
て

い
ま
す
。 秋

の
火
災
予
防
運
動

始
ま
る

●寝たばこは、絶対しない。
毎年たばこは出火原因の上位を占めてい
ます。たばこの投げ捨て、消し忘れ、寝
たばこ等は、絶対に止めましょう。

● ストーブは、燃えやすいものから離れ
た位置で使用する。
寒さとともにストーブなどの暖房器具を
使い始めますが、使用前には必ず点検整
備を行い正しい使い方で使用しましょう。

● ガスコンロなどのそばを離れるときは、
必ず火を消す。
天ぷらを揚げる温度は180度、この温度
に達する時間は約５分、天ぷら油が自然
発火する温度は約360度、その温度に達
する時間が約15分～20分。コンロ使用中
にその場を離れる場合は必ず火を消して
から離れるようにしましょう。

３つの習慣
● 逃げ遅れを防ぐために、住宅用防災（火災）警
報器を設置する。
火災予防条例により平成23年６月１日からすべての
住宅に設置が義務付けられています。

● 寝具や衣類に防炎製品を使用することにより、火
災の延焼拡大を防ぐ。

● 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器
等を設置する。
火災を未然に防ぐため、安全暖房器具･調理器具や、
燃えにくいカーテンなどの防炎物品及び寝具などの
防炎製品の使用も有効です。

● お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近
所の協力体制をつくる。
放火を除く、建物火災による死者の大半が高齢者、
乳幼児等で占められています。お年寄りや子どもた
ちのような災害弱者は、１階のすぐ戸外に避難でき
る場所に寝室をとり、整理整頓にも注意しましょう。

４つの対策
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● 常勤講師（期限附講師）・非常勤講師（時間講師）の募集
職務内容
●常勤講師は、公立小・中学校、県立学校の産休・
育休・病休等の補充教員として勤務します。

●非常勤講師は、小・中学校の教科、高等学校の
教科・科目の授業時間だけ勤務します。
雇用期間
●常勤講師は、産休・育休・病休等の補充の期間
（最長約１年間）
●非常勤講師は、最長約１年間、週当たり数時間
から十数時間
資格
　採用時において有効な教員免許状（臨時免許状
を含む）を有する者
待遇
　公立学校職員の給与に関する条例に準じて支給
します。
●常勤講師の場合
大学新卒（22歳）で基本給約20万円、その他通
勤手当、期末手当、勤勉手当等諸手当あり
●非常勤講師の場合
時給約３千円
願書・募集要項の配布場所
　高知県教育委員会事務局 教育政策課、東部教

高知県教育委員会事務局 教育政策課 
人事企画担当（横山・中屋）
〒780－0850　高知市丸ノ内１－７－52
☎ 088－821－4568

問い合わせ先

●大人の水泳教室
　いやっし～土佐では、健康に関する様々な教室を
開催しています。健康づくりや仲間作りに、教室に
参加してみませんか？

参加資格
　医師などから運動の中止または制限を受けていな
い18歳以上の方。
申込方法
　申込用紙に必要事項を記入し、「いやっし～土佐」
の受付に受講料金と一緒に持参してください。
※15分前から受付開始です。

【大人の水泳教室】（50分）
開催期間　12月６日～１月31日（毎週火曜日／全６回）
※12月27日、１月３日、１月10日は開催致しません。
実施時間　午前10時～
講師　西原香理さん、久保睦さん（水泳指導員）
料金　4,200円　　定員　30名

● 「いやっし～土佐」からのお知らせ

健康増進施設「いやっし～土佐」　〒781－1111　土佐市北地2290番地　☎088－852－7618
問い合わせ先

●改修工事のお知らせ
　平成23年12月23日（金）～12月29日（木）の期間、プール
の改修塗装を行うため、プール、炭酸プール、サウナ、
水風呂（冷水・常温）は使用できません。皆様には、大
変ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解、ご協力の程
よろしくお願いします。なお、期間中は、トレーニング
ルームを無料開放します。運動不足が気になる方や健康
づくりを始めようと思われている方は、体験してみませ
んか？

場　　所　いやっし～土佐　２階トレーニングルーム
開場時間　火曜日～金曜日　12 : 00～20 : 30
　　　　　土曜日、日曜日、祝日　10 : 00～20 : 30
最終入場時間　　19 : 45
休 場 日 月曜日
開催期間 平成23年12月23日～12月29日
対 象 者  18歳以上の方（ただし、高等学校の生徒

およびこれに準じるものを除く。）
入 場 料 無料
※詳しくは下記までご連絡ください。

育事務所・中部教育事務所・西部教育事務所、高知県東
京事務所・大阪事務所・名古屋事務所及び市町村（学校
組合）教育委員会事務局
　なお、高知県教育委員会事務局 教育政策課の下記の
ホームページから、志願書等の応募書類の様式をダウン
ロードすることもできます。
　http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/310101/
応募方法
　募集要項の「応募の手続」に従って、志願書、志願者
調査表及び申告書等を、高知県教育委員会事務局 教育
政策課に提出してください。
提出期間
　平成24年度４月初旬の採用を希望される場合は、平成
23年10月４日（火）から平成24年３月５日（月）までの間に
出願してください。
　なお、年度途中の採用については、平成24年３月６日
（火）以降においても出願を受け付けます。
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問い合わせ先

高知地方法務局人権擁護課
☎ 088－822－3503

●   「あっ、似ている」
　と思ったら110番！

●  最低賃金改正のお知らせ

　高知地方法務局と高知県人権擁護委員連合会では、
女性の人権問題解消に向け、下記のとおり電話相談
の強化週間を実施します。期間中は、土・日曜日も
受け付けています。また、平日は時間を延長し、午
後７時まで受け付けます。

実施期間　 平成23年11月14日（月）から
　　　　　11月20日（日）までの７日間
時　　間　８時30分～19時
　　　　　ただし、土曜日・日曜日は10時～17時
電話番号　０５７０（０７０）８１０
　　　　　※全国共通ナビダイヤル
　　　　　※ PHS・I P 電話からは接続できません。
取扱内容　 ドメスティック・バイオレンス、セクシャ

ル・ハラスメント、ストーカー、離婚問
題、暮らしの悩みごとなど女性をめぐる
人権問題

そ の 他　 相談は無料、秘密は厳守します

●  全国一斉「女性の人権ホッ
トライン」強化週間

● 　高知労働局では、県内すべての労働者に適
用される「高知県最低賃金」を改正し、10月
26日から施行することとしました。
● 　この決定により、10月26日以降分として労
働者に支払う賃金は、

１時間645円以上
としなければなりません。

　警察では、特に11月を全国一斉の「指名手配被疑
者捜査強化月間」として、指名手配犯人の逮捕に力
を入れています。オウム真理教の特別手配犯人であ
る「平

ひら

田
た

　信
まこと

」「高
たか

橋
はし

克
かつ

也
や

」「菊
きく

地
ち

直
なお

子
こ

」の３名や殺
人などを犯した重要指名手配の犯人を追跡捜査して
います。
　犯人は、善良な市民を装い、偽名でアパートを借
りたり、どこかの職場で働いていることも予想され
ます。
　交番や駅などに貼られたポスターに犯人の顔写真
を掲載していますので、犯人に似ている人を見かけ
て、「あっ、似ている。」と思ったら、相手が近くに
いるうちに110番通報をするか、または最寄りの交
番等の警察官にお知らせください。

●  「健康テレホンサービス」
のご案内

　高知保険医協会は県下の医師・歯科医師、約
600名で構成された団体です。下記の内容で朝
９時から翌朝９時まで、24時間同じテーマの
テープを流しています。健康テレホンサービス
の電話番号は☎088－832－5266で
す。健康管理にぜひご活用ください。

平成23年11月
月曜日　　歯が痛いときの応急手当法
火曜日　　狂犬病とは何ですか
水曜日　　高齢者の皮膚のかゆみ
木曜日　　運動で体重は減りますか？
金曜日　　パニック障害
土・日曜　訪問看護の利用法

※ 日曜日、祝日は前日、12月29日～１月３日は
12月28日と同じテーマが流れます。

　高知保険医協会
　高知市河ノ瀬町41－1　オーク高知ビル４Ｆ
　☎ 088－832－5231　℻   088－832－5229

問い合わせ先

いの警察署　☎ 088－893－1234

高知労働局（賃金室） ☎ 088－885－6024
　 又 は、 最 寄 の 労 働 基 準 監 督 署
高知労働基準監督署 ☎ 088－885－6031
須崎労働基準監督署 ☎ 0889－42－1866
四万十労働基準監督署 ☎ 0880－35－3148
安芸労働基準監督署 ☎ 0887－35－2128

最低賃金についての問い合わせ先

WANTED重要指名手配
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12 月 は 加 茂 小 学 校 で す

福
引
き
競
争
等
の
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
新
し
く
、
能
津
○
×
ク
イ
ズ
を
行
い

ま
し
た
。
ク
イ
ズ
の
内
容
は
、
能
津
地
区

に
関
わ
る
今
昔
問
題
で
し
た
。
昔
を
よ
く

知
っ
て
い
る
方
に
は
、
懐
か
し
い
思
い
出

が
甦
っ
て
来
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

地
区
の
人
達
も
来
賓
の
方
も
積
極
的
に
競

技
に
参
加
し
て
頂
き
ま
し
た
。
元
気
な
応

援
も
行
わ
れ
、
盛
況
の
う
ち
に
無
事
に
終

わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
赤

組
が
優
勝
し
ま
し
た
。
応
援
合
戦
は
、
白

組
が
優
勝
し
ま
し
た
。

能津小学校能津小学校能津小学校
　

10
月
２
日（
日
）秋
風
の
中
、
村
長
、
副

村
長
、
教
育
長
を
は
じ
め
、
多
く
の
来
賓

の
方
々
が
参
加
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

午
前
９
時
か
ら
始
ま
っ
た
大
運
動
会
は
、

小
学
生
と
保
育
園
児
の
入
場
で
、
始
ま

り
ま
し
た
。
は
じ
め
の
こ
と
ば
は
、
保
育

園
児
と
小
学
１
年
生
が
、「
今
日
は
、
楽

し
い
運
動
会
で
す
。
転
ん
で
も
泣
き
ま
せ

ん
。
応
援
も
一
生
懸
命
し
ま
す
。
赤
も
白

も
力
い
っ
ぱ
い
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。」
と

一
緒
に
言
い
ま
し
た
。
昨
年
度
優
勝
は
白

組
で
し
た
。
優
勝
旗
の
返
還
も
無
事
終
わ

り
、
準
備
体
操
を
地
区
の
人
達
と
一
緒
に

行
い
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
１
番
は
、
応

援
合
戦
で
す
。
応
援
得
点
の
採
点
は
、
教

育
長
、
公
民
館
長
、
柳
瀬
郵
便
局
長
、
能

津
小
学
校
長
、
能
津
分
園
長
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
応
援
合
戦
は
、
白
組
が
リ
ー

ド
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
小
学
生
が

80
ｍ
走
、
マ
ス
ト
登
り
、
一
輪
車
競

技
、
綱
引
き
等
の
競
技
を
行
い
ま
し

た
。
特
に
、
能
津
大
サ
ー
カ
ス
で
は
、

体
育
の
時
間
に
行
っ
て
い
る
器
械
体

操
の
お
披
露
目
で
す
。
運
動
場
に
は
、

跳
び
箱
、
マ
ッ
ト
、
平
均
台
等
を
並

べ
て
、
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
が
、

得
意
な
一
技
を
順
番
に
披
露
し
て
い

き
ま
し
た
。
保
育
園
児
は
、
か
け
っ

こ
、ボ
ノ
ロ
ン
で
歩
こ
う
（
ダ
ン
ス
）、

能
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
ゴ
ー
ゴ
ー
ゴ
ー
、

高
齢
者
と
一
緒
に
玉
入
れ
、
親
子
で

行
う
〝
老
い
て
は
子
に
従
い
〞
等
の

競
技
を
行
い
ま
し
た
。
地
区
民
は
、
玉
入

れ
、
ラ
ム
ネ
早
飲
み
、
パ
ン
食
い
競
争
、
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第150号　2011.11.１　日高村立図書館

9月の入館者数 530人コスモス文庫通信文庫通信コスモス文庫通信文庫通信コスモス文庫通信月

◆ 図書館利用案内 ◆

11月の予定

11月の展示

新 着 図 書 一覧は「図書館回覧板」、教委ホームページに掲載

11/5(土)  県立図書館移動図書館バス（図書館・加茂・能津）

 11時～11時30分　おはなしの森（朗読ひだか）

11/12(土)  11時～11時30分　マークのえいごでおはなし会

11/30(水)  15時30分～16時　おはなし会（日高読もう会）

「はやく名探偵になりたい」東川篤哉/「緑の毒」桐野夏生

「ゴーストハント　４」　小野不由美　　　　ほか

（一般書）「ヘルシー生活、始めましょう」

（児童書）「絵本で落語」「なぞなぞ　あつめました」

新しい図書館のメールアドレス　↓

● 開館時間　10時～18時
● 休 館 日　月曜・祝日・最終日曜・年末年始

● 貸　　出　ひとり５冊まで、２週間

　 日高村本郷192　　　 20－1533
　  http://www.kochinet.ed.jp/hidaka-v/

詳細はチラシ「ライブライブ」で。

hidaka-lib@mc.pikara.ne.jp

111111
　介護現場を舞台にした話題作『ヘルプ
マン』で第40回日本漫画家協会賞大賞
を受賞された、村出身の漫画家・くさか
里樹さん。多くの方が同作品を愛読中で
す（最新作まで所蔵しています）。現在
連載中の別作品も単行本化され、近々入
荷予定です。お楽しみに。

　10月10日（月）、高知大学朝倉キャンパスにて「住民と一緒
に作る図書館」をテーマに図書館大会が開催されました。日
本一の図書館にも選ばれた滋賀県愛荘町立図書館、地域に根
ざす本山町立本山さくら図書室、それぞれの活動について報
告がありました。図書館関係者以外の方の参加が少なかった
のが残念でしたが、図書館のありかたを見つめ直す良い機会
となりました。

　がたんごとん、次に乗ってくる
のはだれかな？　絵本との楽しい
ひとときでした。

　

平
成
23
年
９
月
21
日
〜
９
月
30
日
、
秋

の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
は
、
日
高
村
交

通
安
全
会
議
（
交
通
安
全
指
導
員･

地
域

の
皆
様
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
の
皆
様
に
よ
る
広
報

活
動
、
早
朝
の
街
頭
活
動
な
ど
の
お
か
げ

で
、
日
高
村
内
の
児
童
・
生
徒
は
、
重
大

事
故
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
な
く
交
通
安

全
期
間
を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

現
在
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
補
導
員

協
議
会
や
社
会
を
明
る
く
す
る
会
、
交
通

安
全
会
議
、
さ
ら
に
は
青
少
年
育
成
協
議

会
な
ど
様
々
な
社
会
奉
仕
団
体
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
）
が
あ
り
、
一
生
懸
命
に
地

域
の
児
童･

生
徒
の
健
全

育
成
に
努
め
て
く
れ
て
い

る
。

　

し
か
し
な
が
ら
地
域
全

体
と
し
て
は
、
子
ど
も
と

最
も
接
す
る
機
会
の
多
い

隣
近
所
や
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
、

子
ど
も
を
持
つ
親
が
力
を

合
わ
せ
て
地
域
の
子
ど
も

を
育
て
て
い
る
の
か
と
言

え
ば
、
少
し
心
も
と
な
い

感
じ
が
す
る
。

　

私
た
ち
の
子
ど
も
の
頃
は
、
隣
近
所

の
お
じ
ち
ゃ
ん
や
お
ば
ち
ゃ
ん
に
よ
く
怒

ら
れ
た
も
の
だ
。
悪
さ
を
す
る
と
大
き
な

声
で
怒
な
ら
れ
、
け
ん
か
を
す
れ
ば
仲
裁 

に
入
っ
て
こ
ん
こ
ん
と
諭
さ
れ
た
り
し
た

も
の
だ
っ
た
。
ま
た
、『
自
分
の
子
』『
よ

そ
の
子
』
の
区
別
な
く
隣
近
所
の
大
人
が

遠
慮
な
し
に
叱
り
、
諭
し
、
地
域
全
体
で

子
ど
も
を
育
て
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

　

子
ど
も
は
元
来
『
い
た
ず
ら
』
を
す
る

も
の
で
あ
る
。
叱
ら
れ
た
り
、
怒
ら
れ
た

り
、諭
さ
れ
た
り
、時
に
は
痛
い
目
に
あ
っ

た
り
、
そ
う
し
た
経
験
の
中
で
だ
ん
だ
ん

と
社
会
性
を
身
に
つ
け
た
り
、
公
衆
道
徳

を
身
に
付
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
子

ど
も
は
年
相
応
の
体
験
を
し
て
年
相
応
に

育
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。

　

子
ど
も
の
し
つ
け
で
特
に
大
切
な
こ
と

は
、
そ
の
場
で
、
そ
の
時
や
っ
た
こ
と
の

悪
さ
を
子
ど
も
に
納
得
の
い
く
よ
う
に
叱

る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

今
は
、
社
会
全
体
が
子
ど
も
に
対
し
て

『
総
甘
や
か
し
』の
時
代
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
家
庭
で
も

学
校
で
も
地
域
社
会
で
も

子
ど
も
を
甘
や
か
し
た
り
、

『
自
分
の
子
』
で
は
な
い
か

ら
と
見
過
ご
し
た
り
す
る

こ
と
が
多
い
よ
う
に
思
う
。

ま
た
、
自
分
は
何
も
せ
ず

学
校
や
他
人
に
だ
け
苦
情

を
言
う
大
人
も
増
え
て
き

た
。
こ
の
ま
ま
で
は
青
少

年
の
健
全
育
成
は
お
ぼ
つ

か
な
い
こ
と
に
な
る
。
一

方
で
、
私
た
ち
大
人
が
考
え
て
お
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
子
ど
も
は
大
人

を
見
て
育
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

 　

悪
い
こ
と
を
し
て
い
る
子
ど
も
を
見

か
け
た
ら
、遠
慮
な
く
叱
っ
て
（
諭
し
て
）

く
だ
さ
い
。
良
い
こ
と
を
し
て
い
た
ら
誉

め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
子
ど
も
っ
ぽ
い

い
た
ず
ら
に
は
寛
容
さ
を
持
っ
て
見
て
あ

げ
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
よ
う
に
「
日
高
村
の
子
ど
も
た
ち

を
地
域
の
宝
と
し
て
」
地
域
全
体
で
育
ん

で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

（
コ
ス
モ
ス
）

大
おお

手
て

・搦
からめ

手
て

大手（大手門）・搦め手（裏門）にち
なんで編集委員が所感・雑感をあら
ゆる方角から述べるコーナーです。

日高村の子どもたちを
地域の宝として
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俳
句
教
室

コ
ス
モ
ス

寸
評　

い
ち
び

俳句教室
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
‼

初
心
者
も
も
ち
ろ
ん
大
歓
迎
。

兼
題

「
菊
」

次
回
予
定　

平
成
23
年
11
月
7
日（
月
）

連
絡
先
・
東
部
福
祉
館　

☎
２
４

－

５
４
４
０

○
地
方
車
と

　

お
ど
り
子
の
列
高
知
城

野
村　

近
子

　

き
れ
い
に
飾
ら
れ
た
地
方
車
に
続

く
お
ど
り
子
。
そ
れ
に
高
知
城
を
遠

景
に
あ
し
ら
っ
た
句
で
す
。
好
評
の
、

日
高
村
の
「
風
雅
」
チ
ー
ム
、
日
高

養
護
学
校
に
こ
に
こ
隊
も
、
こ
の
句

の
中
に
見
え
て
き
ま
す
。

○
蜩
を
十
七
文
字
に

　

つ
づ
り
つ
つ

山
中　

芳
子

　

蜩
ひ
ぐ
ら
しは
秋
の
は
じ
め
頃
、
お
も
に

夕
方
に
鳴
く
蝉
で
す
。「
カ
ナ
カ
ナ
」

と
鳴
く
そ
の
声
は
、
も
の
が
な
し
く

聞
こ
え
ま
す
。
ひ
と
り
で
、
そ
の
声

を
聞
き
な
が
ら
、
五
・
七
・
五
を
考
え

合
わ
せ
る
う
ち
に
こ
の
句
を
授
か
り

ま
し
た
。

寺
田　

信
子

鳴
く
虫
を
近
く
に
聞
き
つ
夜
の
更
け
り

眠
ら
れ
ず
月
も
ぼ
ん
や
り
見
え
か
く
れ

谷
岡　

葉
子

網
戸
は
り
く
れ
し
息
子
に
感
謝
す
る

こ
の
暑
さ
頭
の
中
は
ま
つ
白
よ

河
村　

孝
重

雨
を
ま
ち
昼
の
さ
い
ち
ゆ
う
蛙
鳴
く

か
ら
す
鳴
く
畑
の
西
瓜
穴
だ
ら
け

藤
本
フ
ジ
コ

古
い
ど
で
西
瓜
冷
や
し
て
母
し
の
ぶ

縁
が
は
で
孫
と
西
瓜
の
種
と
ば
す

河
村　

時
子

竹
く
ん
で
流
し
さ
う
め
ん
孫
を
よ
ぶ

久
し
ぶ
り
故
郷
の
空
に
見
る
花
火

岩
村　

さ
と

墓
参
り
い
つ
も
烏
が
待
っ
て
ゐ
る

送
り
火
や
母
の
笑
顔
が
消
え
て
行
く

柏
井　

皓
子

手
づ
く
り
の
リ
ー
ス
に
添
へ
る
新
松
子

豊
の
秋
黄
色
重
ね
て
ゐ
る
棚
田

川
瀨　

晴
恵

一
匹
の
蚊
を
鈍
な
掌
の
打
ち
そ
こ
ね

鶏
小
屋
へ
杖
の
代
り
の
秋
日
傘

駒
木　

基
克

伏
せ
籠
に
鶏
鳴
く
や
新
松
子

あ
ぶ
れ
蚊
の
老
眼
鏡
を
よ
ぎ
り
た
る

中
村　

梅
子

廃
屋
を
覆
ひ
尽
く
し
て
葛
の
花

十
株
程
刈
り
残
さ
れ
て
ゐ
る
稲
田中

山　

美
根

題だ
い

の
出
て
初
め
て
覗
く
新
松
子

は
へ
叩
き
振
り
上
げ
見
れ
ば
き
り
ぎ
り
す

西
岡　

邦
彦

被
災
し
て
六
つ
月
か
な
か
な
鳴
き
終
ゆ
る

故
郷
の
風
懐
か
し
く
曼
珠
沙
華

橋
詰
登
志
子

来
る
度
に
表
情
変
へ
る
花
野
か
な

恋
人
を
連
れ
て
挨
拶
新
松
子

濱
田　

幸
子

垂
れ
下
が
り
重
な
り
合
う
て
萩
の
花

女
郎
花
く
ら
げ
の
や
う
な
昼
の
月池

野
い
ち
び

兜
虫
森
へ
帰
し
て
新
学
期

二
Ｂ
の
鉛
筆
掠
れ
涼
新
た

島
田　
　

瞳

○
枝
の
間
に
ち
ら
り
顔
出
す
新
松
子

　
〝
新
松
子
〞と
書
い
て〝
し
ん
ち
ぢ
り
〞と

読
む
。
今
年
出
来
た
新
し
い
松
の
実
で
、

堅
く
卵
形
。
こ
れ
が
熟
し
て
茶
褐
色
に
な
っ

た
の
が
松
ぼ
く
り
で
あ
る
。
松
の
み
ど
り

の
葉
の
中
で
、
ち
ら
ち
ら
と
見
え
る
新
松

子
は
青
々
と
し
て
す
が
す
が
し
い
。

鎮
西　

美
緒

○
百
二
十
余
段
登
ら
ん
天
高
し

　

百
二
十
余
の
石
段
を
一
つ
一
つ
登
る
。

登
り
つ
め
た
頂
上
の
空
は
青
く
澄
ん
で
、

心
も
溌
剌
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
秋
の
大
気
が
澄
み
、
空
が

ひ
ろ
び
ろ
と
高
く
感
じ
ら
れ
る
趣
を
、
天

高
し
、
空
高
し
な
ど
と
い
う
。
秋
ら
し
く
、

さ
わ
や
か
な
句
で
あ
る
。

伊
野
部
哲
也

解
き
始
む
芒
に
中
洲
動
き
出
す

頭
を
傾
ぐ
癖
は
主
に
似
る
案
山
子
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ミルンヤンマ第18回

　全長65～75mm。オニヤンマをそのまま小さくしたかのような
体色のヤンマ。高知県産メスの多くは、翅（ハネ）の前べりに沿っ
て濃褐色の帯が入るのも特徴の一つです。県内で見られるヤンマ
科の中で最も河川上流域に生息し、成虫は６月下旬から11月下
旬、暖かな年には12月上旬まで見ることができます。盛夏では
早朝と黄昏時に林縁で摂食飛翔し、日中は薄暗い林内に潜んでい
ますが、秋が深まるにつれ、より早い明るい時間帯に活動するよ
うになります。ただし、盛夏でも交尾や産卵などは比較的明るい
時間帯に多く見られます。成熟したオスは、流れの上や、流れに
沿った林道上を低くパトロールしてメスを探しますが、狭い範囲
で停止飛翔（ホバリング）してメスの訪れを待つものもいます。
メスを見つけると直ちにリング状の交尾態となって、近くの枝な
どに止まります。産卵は主に晴天の午前中、流れ近くの朽木によ
く行われます。村内では渋川トンボ公園で多くみられるほか、戸
梶川や猿田川など多くの河川上流域にも生息しているものと思わ
れます。
　なお和名のミルンとは、明治時代に後の東京帝国大学工学部で
地震学と鉱山学を教えたイギリス人教師の名前です。

日高村で見られる特徴的なトンボを、季節に応
じて、紹介するコーナーです。（社）トンボと自
然を考える会の杉村光俊常務理事のご協力をい
ただき、毎月紹介しています。

日高村のトンボ

マーク 日記

ご冥福をお祈りいたします
日高村の交通事故
発生状況

平成23年１～９月分（９月）

人身事故　16件（０件）
死　　者　 1名（０名）
傷　　者　19名（０名）

お誕生
おめでとうございます‼日高村の人口

９月末現在（前月比）

世帯数  2,481戸（－２戸）
人　口  5,649人（±０人）
男  2,663人（＋１人）
女  2,986人（－１人）

氏名 享年（満） 自治会

濵田　元惠 91 歳 長山田

谷本　　登 90 歳 西ノ越

德弘　重賴 81 歳 折月北

森田　冷子 74 歳 第三団地

田中　義時 80 歳 平　野

お誕生日 氏名 性別 保護者 自治会

９月18日 横山　航
わたる
昇 男 政志 大川内

９月27日 岡　　柊
しゅう

　吾
ご
男 勝也 大橋東

ハロウィン
　10 月と言えば、ハロウィンやね！　ア
メリカ人の僕らにとってはハロウィンいう
たら、かぼちゃをくりぬいたり、仮装した
り、「トリック　オア　トリート！」とゆ
うて、やって来る子どもたちにお菓子をあ
げることになっちゅう。以前に、日本人留
学生がハロウィンの日に銃で殺害されたと
いうやりきれん事件があったけんど、多文
化を理解する事が、ときとしていかに難し
いかを考えさせられるね…。
　アメリカではハロウィンは楽しい行事や
けど、みんながみんな参加したり、お祭り
をしゆうわけじゃないがで。一般的には、
ハロウィンの晩に、お菓子を構えて待ちゆ
うがね。ほんでから、「来てかまんよ。」と
いう時には家をライトアップしたり飾り

つけをするわけよ。けんど、電気がついてな
かったら、「行かれん」ということながね。
　親はだいたい、自分らあの友だちんくか親
戚の家、または「安全な」家にしか子どもた
ちを連れていかんきね。
　それと、大人は
「ひろめ市場」のよ
うな場所に仮装パー
ティに行くがよね。
こじゃんと「りぐっ
た」衣装でお互いの
出来栄えを見せおう
て楽しむがね。
　みんなあも楽しい
ハロウィンを！そし
て、安全にね！

Halloween 
October is the month for Halloween! 
For Americans this means pumpkin 
carving, costume wearing, and 
giving candy to trick-or-treaters. The 
sad story of the Japanese youth 
that was murdered at Halloween is 
a reminder of how diffi cult people of 
other cultures can be to understand 
sometimes. Halloween is a time for 
fun in the USA, but not everyone 
wants to participate, or play nice. 
We typically follow the custom of 
turning our lights on and decorating 
our house if we are okay with trick-
or-treaters coming by on Halloween 
Night. If a house's lights are off 
then that's seen as a no-go. Many 
parents only take their children to 
their friends and families houses, 
just to be safe. For adults we often 
go to costume parties like the one 
at Hirome-ichiba, and show off our 
creative costume making prowess. 
Happy Halloween, stay safe! 

「かわいい」
ハロウィンの
衣装！


